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天才絵師の作品

蕨にあり
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さ
ん
は「
ネ
オ
ホ
ッ
ケ
ー
」

と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
を
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
。
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ

ー
の
よ
う
に
互
い
の
ゴ
ー
ル
に
得

点
し
競
い
合
う
、
体
育
館
な
ど
の

屋
内
で
行
わ
れ
る
団
体
球
技
で
、

危
険
な
行
為
を
規
制
し
て
い
る
た

め
、
幼
児
か
ら
シ
ニ
ア
ま
で
い
っ

し
ょ
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

第
二
中
学
校
２
年
の
下
山
譲
士

さ
ん
（
14
歳
・
中
央
４
丁
目
）
は
、

８
月
に
開
催
さ
れ
た
全
国
小
学
生

＆
中
高
生
ネ
オ
ホ
ッ
ケ
ー
大
会
・

中
高
生
混
成
の
部
に
、
市
内
の
複

数
の
ク
ラ
ブ
の
選
手
か
ら
成
る
チ

ー
ム
の
一
員
と
し
て
出
場
。
自
身

二
度
目
と
な
る
優
勝
を
成
し
遂
げ
、

最
優
秀
選
手
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

小
学
１
年
生
の
と
き
に
、
ネ
オ

ホ
ッ
ケ
ー
を
し
て
い
る
母
と
姉
に

広
報
蕨
　
八
二
八
号
　
令
和
元
年
十
二
月
一
日
発
行
　
毎
月
一
回
発
行
　
印
刷
・
㈱
秀
飯
舎

広
報
紙
に
載
っ
て
い
る
写
真
を
希
望
者
に
差
し
上
げ
ま
す（
一
部
を
除
く
）　
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

ひと
ネオホッケー全国大会最優秀選手

下
しも

山
やま

 譲
じょう

士
じ

 さん

皆

世界を見据えた飽くなき挑戦

勧
め
ら
れ
、
市
内
の
ク
ラ
ブ
「
蕨

グ
ラ
ス
ホ
ッ
パ
ー
ズ
」
に
入
っ
た

下
山
さ
ん
。
す
ぐ
に
競
技
の
魅
力

に
目
覚
め
、
３
年
生
で
出
場
し
た

小
学
生
の
全
国
大
会
で
は
３
位
と

な
る
な
ど
上
り
調
子
で
し
た
が
、

５
年
生
で
は
予
選
敗
退
を
経
験
。

そ
の
と
き
の
シ
ョ
ッ
ク
で
一
時
は

や
る
気
を
失
い
、
練
習
に
顔
を
出

さ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

殻
を
破
っ
た
の
は
、
中
学
校
入

学
後
。
そ
れ
ま
で
小
学
生
ど
う
し

が
多
か
っ
た
練
習
環
境
が
変
わ
り
、

大
人
た
ち
に
混
じ
っ
て
プ
レ
ー
す

る
機
会
が
増
え
る
と
、「
周
囲
の
高

い
レ
ベ
ル
に
な
ん
と
か
追
い
付
き

た
い
」
と
奮
起
し
、
一
つ
一
つ
の

プ
レ
ー
に
熱
が
入
る
よ
う
に
。
力

を
付
け
て
挑
ん
だ
昨
年
の
全
国
大

会
・
中
高
生
混
成
の
部
で
つ
い
に

優
勝
を
果
た
し
ま
す
。
そ
し
て
セ

ッ
ト
プ
レ
ー
で
の
シ
ュ
ー
ト
技
術

を
磨
い
た
今
年
は
、
昨
年
と
は
別

の
チ
ー
ム
で
出
場
し
、
準
々
決
勝

以
降
で
合
計
５
得
点
の
大
活
躍
。

優
勝
の
立
役
者
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
来
年
３
月
の
日
本
小

学
生
＆
中
高
生
ネ
オ
ホ
ッ
ケ
ー
選

手
権
に
向
け
て
慢
心
せ
ず
に
練
習

す
る
日
々
。「
将
来
は
、
ネ
オ
ホ
ッ

ケ
ー
に
近
い
競
技
・
フ
ロ
ア
ボ
ー

ル
の
日
本
代
表
に
な
り
、
世
界
で

活
躍
し
た
い
で
す
」。更
な
る
高
み

を
目
指
し
、
挑
戦
は
続
き
ま
す
。

輝

いて
ます

大人も多い練習環境で腕を磨く下山さん

 今月の河鍋暁斎記念美術館

Kawanabeyosa
i

　

江
戸
時
代
、
王
子
の
名
所
と
い
え
ば

王
子
稲い

な

荷り

。
毎
年
大お

お
み
そ
か

晦
日
に
狐き

つ
ね

た
ち
は

王
子
稲
荷
に
参
詣
す
る
た
め
、
装し

ょ
う

束ぞ
く

榎え
の
き

で
衣
装
を
整
え
、
松た

い

明ま
つ

を
灯
し
て
王
子

稲
荷
を
目
指
す
と
さ
れ
ま
し
た
。
本
図

は
王
子
稲
荷
に
ま
つ
わ
る
芝
居
や
伝
説

な
ど
を
、
暁
斎
と
国く

に

周ち
か

・
国
義
が
合
作

し
た
錦
絵
で
す
。
暁
斎
が
描
い
た
の
は

左
側
。
狐
た
ち
は
、
装
束
榎
の
前
で
郵

便
夫
や
羽
織
に
シ
ャ
ッ
ポ
と
い
う
和わ

洋よ
う

折せ
っ

衷ち
ゅ
う

の
姿
や
、
ド
レ
ス
ア
ッ
プ
し
た
女

性
や
ポ
ス
ト
な
ど
に
化
け
て
い
ま
す
。

文
明
開
化
へ
の
諷ふ

う

刺
が
込
め
ら
れ
た
作

例
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

河
かわ

鍋
なべ

 暁
きょう

斎
さい

天保２年（1831）
～明治22年（1889）

現在の茨城県古河市
に生まれる。浮世絵
や狩野派を学び、江
戸・東京の庶民から
人気を博す｡ 明治９
年､ 万国博覧会に肉
筆画を出品。14年、
内国勧業博覧会で日
本画の最高賞受賞。
娘の暁翠も日本画家。

─ No.43 ─

展覧会の詳しい
内容は美術館の
ホームページを
ご参照ください

開　館＝午前10時～午後４時
休　館＝木曜日・毎月26日～末日・年末年始期間
ところ＝南町４-36-４
入館料＝�一般600円　高校生・大学生500円
　　　　65歳以上500円　小・中学生300円
※�65歳以上の人は年齢の分かる物、学生は学生証をご提示ください。
（20人以上の団体は要予約）
詳　細＝同館（☎441・9780）

河鍋暁斎記念美術館　12月23日(月）まで
「暁斎一門が描くもののけの世界｣展　同時開催
「写真で見る　日本初のマンガ雑誌『絵新聞日本地』｣展暁斎・国周・国義 合筆

｢東京開化名所記 王子稲荷社｣ 
明治7年（1874）沢村屋板　大判錦絵

本
作
品
は
現
在
の
展
覧
会
で
御
覧
い
た
だ
け
ま
す


